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保険適用後も不妊治療費助成を継続 

 

 

保険適用外であった不妊治療に係る自己負担分の１／２の額（最大１５万円）の助成

について、令和４年４月の保険適用後の不妊治療に対しても引き続き実施します。 

 

 

■ 事業名 

不妊治療事業 

 

■ 目的 

体外受精治療等の不妊治療を受けた市民の経済的な負担を軽減するため、令和 3 年度まで

は保険適用外であった不妊治療に対して県の助成金を除いた自己負担分の 1/2 の額（最大 15

万円）を助成してきました。 

令和 4 年 4 月 1 日以降に開始された不妊治療については医療保険が適用されることになり

ましたが、令和 4 年度以降も引き続き、自己負担分の 1/2 の額（最大 15 万円）を助成するも

のです。 

 

■ 補正予算の概要 

令和 4 年度の不妊治療費助成件数（保険適用分）の見込み 28 件 

28 件 × 15 万円 = 420 万円 
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■ 補正予算額 ４，２００千円【県補助金あり】 

〔財源内訳〕県：200 千円 早期不妊治療費助成金 

[問合せ] こども局子育て支援課 📞📞0480-62-1111（内線537） ✉kosodate@city.kazo.lg.jp  

 
県助成金 

30 万円（上限） 
(10～30 万円) 

自己負担 55 万円 

（新）加入している健康保険組合 

70 万円 

治療費総額 １００万円  

市助成金 

15 万円（上限）
（県助成以外×1/2） 

自己負担（１０割）  ※窓口で全額負担 

廃 止 

 
自己負担 

8 万円 

市助成金 

8 万円 
（新） 

高額療養費 

14 万円 

 控除後自己負担 

保険適用分（7 割） 自己負担（3 割） ※窓口で全額負担 
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